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令和５年度第２回士幌町学校運営協議会全体会議 
 １２月１５日（金）に令和５年度第２

回士幌町学校運営協議会全体会議

を総合研修センターふれあいホールで

行いました。 

 今回は①各校(園)運営協議会中

間報告②士幌町幼小中高連携教育

推進に係る報告③熟議の３点を議題と

しました。 

 ①の中間報告では、各校(園)での取組が報告されました。継続の活動を定着・進化させている様子や、

運営協議会で出されたアイディアを具現化した新たな取組の様子などがうかがえました。②の幼小中高

連携教育の推進についてでは、士幌の子どもの成長を、校種を超えて育んでいこうという方向性と実際の

取組の様子が伝えられました。 

 ２つの報告を踏まえて、今回の③熟議は、校

種混交のグループ編成として他校種へのアイ

ディアや連携を意識した取組の提案を引き出す

ことをねらいとしました。ふるさと学習や食育など

の系統だった取組や、スマホ・ゲームの使い方

などの生徒指導面での系統性、また校種間の

滑らかな接続を図る工夫など、貴重なアイディ

アが出されました。これらのアイディアを自校

(園)に持ち帰り、地学協働活動を取り込んで

次年度以降に実現されていくことを願っていま

す。 

 ３学期はＰＤＣＡサイクルの「Ｃ：Check（評価）」「Ａ：Action（改善）」の段階になります。「学校評価」

や次年度の「学校運営計画」が学校(園)の内側の論議にとどまらず、地域や社会とともに課題解決に

向かうことを下支えすることが学校運営協議会の重要な役割です。 

令和６年（２０２４年）が、“地域と学校の協働”や“学校教育と社会教育の一体的充実”が一層図ら

れ、「志（士幌の心）」が育まれる一年となることが楽しみです。 

2024 
１ ～好き・尊敬・愛着・自信 

～創生・交流・夢・発信 

～発見・創出・体験・体感 

 
士幌の 
心 

◆自家製「七味」ができました！赤唐辛子、山椒、麻の実、陳皮、青のり、白胡麻、黒胡麻の七つです。◆陳皮は

食べたミカンの皮を乾燥させて粉砕。意外といい香りがしました。◆年越しそばやお雑煮にかけるのが楽しみ！◆

お気づきかと思いますが、本原稿は年内に作成です。発行は年明けになりますので…、「よいお年をお迎えくださ

い。」、そして「新年、あけましておめでとうございます！」。                     (渋谷) 


